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第 31章 

DDGSのよくある質問 

高品質 DDGSのタンパク質の平均含有率は？ 

ミネソタ大学で実施された供給源が異なる 32種の DDGSのサンプル試験では、平均粗タンパク質含

有率は原物ベースで 27.6%であり、25.6%から 29.4%の幅があった。最近では、エタノールの製造に

伴い、40～50%もの粗タンパク質を含むものもある高タンパク質 DDGSを製造するために新たな加

工法を使用するエタノールプラントが数件存在する。 

粗タンパク質を 40%以上含む DDGSは、入手可能か？ 

不可能である。いくつかのエタノールプラントはいまだに高タンパク質 DDGSを生産している。しか

し、この少量の生産は海外市場での潜在需要に対応するものではない。 

なぜ米国のエタノールプラントは油を DDGSから抽出するのか？ 

現在の粗トウモロコシ油の市場価格と需要は、エタノールプラントにとって非常に魅力的な収入源で

あり、現存のエタノールプラントが比較的低コストで油抽出装置を追加できるため、このプロセスが

エタノールプラントの収益性をさらに上げている。 

低脂肪 DDGSは資料価値のどのような影響を及ぼすか？ 

DDGSからいくらかの油分を抜き取ることによって、エネルギー価値は下がるが、たんぱく質含量は

少し上がる。DDGSからの脂肪抜き取りの種々の家畜と家禽種に対するエネルギー価に及ぼす影響は

研究中である。最新の情報は当ハンドブックの当該の章を参照されたい。 

DDGSに抗生物質の残留はあるのか？ 

ミネソタ大学で行われた最近の研究が、多くの DDGSサンプルが一種あるいは複数の抗生物質が非常

に少量残留しているを示している。しかしながら、エタノールと DDGSのエタノールプラントでの製

造の加工工程の条件から、これらの残留抗生物質は生物活性を持っていない。したがって、抗生物質

はエタノール製造に使われているが、現在の米国 FDA の規制に基づいて、DDGS は動物に給餌して

も安全である。 

産卵鶏やブロイラー、豚、反芻胃動物用の飼料では、DDGS は 1対 1の割合で大

豆粕の代替飼料となり得るか？その答えの理由は？ 

なり得ない。飼料の各原材料には、栄養成分が様々な量や割合でひとまとまりになっている。家畜や

家禽用の飼料においてコストがかかる三大栄養成分は、エネルギー、アミノ酸およびリンである。原

材料の相対価格によって、DDGS は市販の家畜・家禽飼料中のエネルギー、アミノ酸およびリンの供

給源の一部を代替できる。DDGS は、通常のトウモロコシ-大豆粕配合飼料では、トウモロコシと大豆
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粕を一部代替できる。ただし、エネルギーやタンパク質のばらつきが大きい供給源を使用するときは、

飼料中の大豆粕を減らさず DDGSで他の原材料を代替することができる。 

豚や家禽用の飼料に含まれる大豆粕と DDGSの置換は以下のように複雑である。 

 DDGSのエネルギー価は、家畜・家禽用飼料に含まれる皮なし大豆粕と同等以上である。 

 通常 DDGSの平均タンパク質含有率は約 27%であり、方や大豆粕には 44～48%の粗タンパ

ク質が含まれている。 

 トウモロコシ-大豆粕主体の豚・家禽用飼料で最も不足していると考えられるアミノ酸は、

リジン、メチオニン、スレオニンおよびトリプトファンである。大豆粕にはこうした必須ア

ミノ酸が非常に多く含まれ、DDGSのアミノ酸よりも消化しやすい。 

 大豆粕のリンの含有率は DDGSとほぼ同じであるが、大豆粕に含まれるリン（フィチン酸）

が消化されにくい化学形態であるのに比べ、DDGSに含まれるリンの大半は、容易に消化

され、豚や家禽に使用できる形態である。DDGSにはこうした栄養上のメリットがあるた

め、栄養担当者は、飼料配合に必要とされる無機リンの補給量、飼料コストおよび糞尿中の

リンの量を大幅に減らし、豚や家禽の成績を最良のものにするために役立てることもできる。 

保存期限を延長するためにDDGSにプロピオン酸やカビ防止剤の処置は必要か？ 

腐敗を防止し保存期限を延長するため、通常ウエット・ジスチラーズ・グレイン（水分 50%以下）に

は保存剤やカビ防止剤が添加される。しかし、DDGSに含まれる水分量は通常 10～12%なので、水

分が輸送容器の中や保存施設内に漏れない限り、輸送・保存中の腐敗リスクは最少となる。DDGSの

腐敗を防止し保存期限を延長するために防腐剤やカビ防止剤が必要であることを実証する試験は実施

されていない。 

アメリカ穀物協会の現場試験では、DDGSが 40フィートのコンテナでサウスダコタのエタノールプ

ラントから台湾に輸送された。台湾に到着した DDGSを 50 kg袋に詰め、北回帰線から南に約 20 km

離れた場所にある商用酪農場で実施された乳牛給与試験の期間中 10週間にわたり、遮蔽鉄柱構造の

倉庫に保管した。この保管期間中、環境温度の平均は 90°F（32°C）を超え、湿度は 90%を超えた。

酪農場到着時、また、10週間経過後にもサンプルを採取した。この試験期間中に過酸化物価（脂肪の

酸敗の指標）に差異はみられなかった。 

DDGSとコストの関係を評価する方法は？ 

様々な家畜や家禽飼料に配合する DDGSを評価する最良の方法は、検討対象の DDGSの完全な栄養

組成と消化率の係数、購入可能な価格、さらに最低価格の飼料に使用される他の原材料の栄養組成や

価格に競合する原材料として販売できる価格を求めることである。 

また別の方法として、1トンあたりの DDGSについて、タンパク質（アミノ酸）、脂肪およびリンの

含有率を求め、一般的に配合される競合原材料（大豆粕、上質ホワイトグリースおよび第二リン酸カ

ルシウム等）についての栄養成分のコストと含有率を使用すれば価値の評価を行うことはできる。た

だし、この方法では、DDGS に含まれる栄養成分の消化率が他の栄養成分供給源を上回るか下回るか

を明らかにすることができない。 

DDGSの分析証明書にはどのような情報を記載すべきか?  

通常、DDGSは、栄養保証として記載されているタンパク質と脂肪の含有率「pro-fat」の組合せに基

づいて取引される。しかし、希望する給餌の用途によって、追加の保証を求める DDGS のユーザーが

増加してきている。追加保証は売り手と買い手間で協議する。非常に重要なのは、保証や確認の対象
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となる栄養成分を分析する試験所およびその試験法について合意することである。これは、保証数値

が満たされているか否かが試験手順により大きく左右される可能性があるためである。 

DDGSに含まれるアフラトキシンの量は？ 

DDGS製造に使用するトウモロコシの大半は米国北中西部で栽培され、この地域は、異常な栽培条件

（高温多湿）でなければアフラトキシン発生リスクが最小となる。異常な栽培条件は、比較的狭く孤

立した地域で起こることが多い。北中西部でアフラトキシンが発生しやすい栽培条件になるのは平均

で 10年に 1度である。アフラトキシンがある地域で検出されると、その地域からトウモロコシの供

給を受けているエタノールプラントの多くは「ブラックライト」を使用して入荷したトウモロコシを

選別し、最大許容レベルを設定することで DDGSにアフラトキシンが蓄積しないようにする。アフラ

トキシンやその他マイコトキシンの発生したトウモロコシがエタノールおよび DDGS製造に使用さ

れた場合、そのようなマイコトキシンの濃度は最初にトウモロコシで発見されたレベルの 3倍にまで

高まる。 

どのようにコンテナ内での DDGSのケーキングを管理するのか？ 

DDGSの流動性に問題を生じる要因とそれらを低減する可能性のある解決策を見極めるための試験

が実施されている。コンテナ内でDDGSが「凝集」するか否かを決める要因として明らかになって

いるものには、微細粒子、荷積時の暖かい気温、含水量、乾燥処理前にソリュブルを穀物分画に添

加する割合、輸送中の取り扱いや積み下ろし回数などがある。 

DDGSを飼料に配合すると、卵黄色と家禽の肌色は改善するか？ 

改善する。この数年間で実施された数件の試験において、DDGSを飼料に配合すると、卵黄と家禽

の肌色が改善（発色）することが示されている。現在、DDGSのキサントフィル含有率に関するデ

ータは極わずかしかないが、当初のサンプル試験では、ほとんど含有していないもの（濃い色の

DDGS）から約40～50 ppm含有しているもの（明るい黄金色のDDGS）までばらつきがあることが

示されている。キサントフィルの含有量はコーングルテンミール（180～200 ppm）に含まれる含

有率と比べると非常に低いが、それでもDDGSは家禽用飼料の色素供給源として大きく寄与してお

り、その結果、所定の皮膚の色にするために飼料に添加しなくてはならない合成色素を削減できる。

このことは、飼料コストを大幅に節約することが可能であることを示している。 

DDGSにアルコールは含まれているか？ 

含まれていない。エタノールプラントで採用されるプロセスでは、完全な蒸留が行われており、アル

コールは非常に揮発性が高いため（容易に揮発するため）、アルコールが残留していたとしても、DDGS

製造に使用される乾燥プロセス中に失われる。 

どのように DDGSのサプライヤーを評価したらよいのか？ 

エタノールプラントのエタノールや DDGS製造プロセスにばらつきがあるため、DDGS 供給源間で

栄養成分や消化率に著しいばらつきが生じることがある。この栄養成分や消化率のばらつきのため、

栄養担当者が「決まりきった」栄養値を利用して飼料を調製するのは賢明なことではない。従って、

DDGS業者と直接取引し、栄養情報の提供を求め、関心のある特定のエタノールプラントからサンプ

ルを取り寄せ、自らの品質基準に適合するエタノールプラントを列挙した「好ましいサプライヤー」
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リストを作成し、そうした供給源に限定して DDGSを購入・使用する方法を選んでいる DDGSのユ

ーザーが多い。 


